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年前と比較すると、「社会の一員

として、何か社会のために役立ち

たい」と思っている人の割合は高まって

います。特に20代の女性では20%近く

伸びており（※1）、また18歳から24歳の

青年を対象とした調査によると、男性に

比べ女性のほうがボランティア活動に対

する興味が高くなっている（※２）など、

若い女性の社会貢献活動への意欲の高ま

りが目立ちます。

　しかし一方で、社会貢献活動に参加す

る意欲は高くても、女性が地域で代表者

になったり、全体の意思決定にまでかか

わったりするケースはいまだに多くあり

ません。例えば、女性の自治会長が10%

以上存在する都道府県はほとんどないと

いう調査結果があります（※3）。会社と

同じように、地域社会においても「世帯

や組織の代表は男性」という意識が働き、

女性が持てる能力を十分に発揮し切れて

いないのです。

　ここで取り上げるのは、そんな地域社

会の中で自ら団体を立ち上げ、代表とし

て活躍する中橋さんです。専業主婦とし

て子育てに励み、その経験をもとに地域

で活躍する生き方を紹介しています。仕

事を辞めて家庭に入ったとしても、また

違った形で再び社会で力を発揮すること

ができることや、子育てを経験した女性

の力が社会で必要とされていることを伝

えるのがねらいです。

　本文中では詳しく記載していませんが、

「わははネット」がその活動を軌道に乗

せるまでには、多くの壁を乗り越えなく

てはいけませんでした。子育てサークル

活動を続けるため、企業に支援をお願い

すると「すぐに解散できる集まりに投資

はできない」「責任を持ってやっていない」

と言われたのだそうです。女性が活躍で

きる社会にするためには、地域活動に取

り組む女性に対する、このような社会か

らの偏見をなくしていくことも欠かせま

せん。「わははネット」は、自分たちが一

部からそのような集団として見られてい

たからこそ、依頼を受けたときは必ず期

限を守り、求められる以上の仕事をして

いくことで、世間に認められていきました。

今では経済産業省の「ソーシャルビジネ

ス55選」に選ばれるほど知名度も高まり、

転職する際には「わははネット」でのキャ

リアが高く評価されて、採用されること

も多いそうです。

　「女性の活躍推進」というと、企業で働

く女性がクローズアップされがちですが、

育児をしながら地域活動を進めることも

社会にとって大きな価値があることです。

生徒がそのような意識を持てるようにし

たいところです。

　また、中橋さんは「わははネット」の活

動に力を入れると同時に、家族を大切に

しています。人生において社会貢献はも

ちろん大切なことですが、自分の幸せも

犠牲にすることなく、バランスのとれた

生活を送ることの重要性にも言及するこ

とが大切です。そのバランスを崩してし

まうと、継続的な活動も難しくなってし

まうからです。

※1　内閣府「社会意識に関する世論調

査」（平成16年、26年）

※2　内閣府「第8回�世界青年意識調査」

（平成21年）

※3　内閣府「地方公共団体における男

女共同参画社会の形成又は女性に

関する施策の推進状況」

（平成25年度）
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学卒業後、事務職として働きましたが、結婚と同時に退

社。茨城県に引っ越し、専業主婦となって2人の娘を授

かりましたが、妊娠したときは産婦人科のことを聞く相手もい

ませんでした。当時はまだインターネットも普及していない時

代。夫しか頼る人がいない土地で、育児の大変さを実感しまし

た。出産して3年後には、地元の香川県に戻りましたが、親が教

えてくれたのは昔の育児の情報ばかり。比較的早く出産したため、

同級生も独身ばかりで、結局地元にも相談相手はいませんでした。

育児を一緒に頑張る仲間をつくりたい。そう思って、新聞の無

料投稿欄で育児サークルのメンバーを募集したことが始まりで

した。

分の友達づくり、居場所づくり、子供の友達づくりくら

いの感覚で始めた育児サークル。最初の1年は、どこに

でもあるサークルに過ぎませんでした。その中で集まったメン

バーと話をしていると、みんな驚くほど同じことで悩んでいる

ことがわかったんです。例えば、自分の行った産婦人科のこと

はよく知っているけれど、ほかの産婦人科のことはわからない。

じゃあ、みんなの情報を持ち寄って地元のお母さんたちに教え

てあげたら、役に立つはず。そう考えて、まずは育児に役立つ情

報を集めた会報誌をつくりました。主婦になる前は仕事をして

いたメンバーたち。それぞれの経験から様々なアイデアが出て

きましたし、その中の1人が表紙のイラストを描くなど、生かせ

る技術はどんどん採用していったんです。その後、育児イベン

トの開催、親子が集まれるスペースづくり、行政と連携して育

児を取り巻く環境改善などを行うようになりました。ボランテ

ィアから始まったサークルも、今ではNPO法人として17名の

子育て中の女性を雇用し、香川県を中心に育児をもっと楽しく

する活動を幅広く行っています。

児が一段落してからでは、この活動は始められなかった

と思います。自分自身が育児の当事者として困っている

ことを解決するためにやるからこそ、ほかの主婦にとっても役

立つ活動になるので、逆に「今しかできない」と考えていましたね。

またサークルに集まるほかの子供を見ていると、その子たちも

かわいく思えてくるんです。「自分の子供も一緒に育っているな」

という実感があると、自分の子供だけを見ているときより気持

ちが軽くなって、育児も楽しくなりました。家にこもらず外に

出ていくことで、育児と地域活動がお互いにいい影響を与え合

うのだと思います。

現在の夫と出会う。
対等な関係。

NPO法人
わははネットの
理事長として活躍中。

育児の大変さを知り、
サークル立ち上げ。仕事を辞め、専業主婦に。

学生時代 結 婚 出産•育児 現 在

中橋さんの人生のターニングポイント！

ちゃんは会話をすることができません。お母さん友達と

の話は、たいてい育児のことばかり。専業主婦をしてい

ると、「1人の社会人として大人の会話をしたい」という気持ち

になってきます。私の場合、そんな欲求を満たしてくれるのが、

「わははネット」でした。会報誌の取材に名刺を持って出かけて

いくだけで、新鮮で楽しい気持ちになったことを覚えています。

また育児を1人で抱え込もうとすると、精神的にもつらくなっ

てしまうもの。育児期間は女性にとって、人間として成長でき

る大きなチャンスだと考えれば、この時期にしかできないこと

に積極的に取り組むことができます。実際、「わははネット」の

イベントでもお母さん向けの「手づくりコーナー」は大人気。好

きなこと、興味のあることを通じて技術を身につければ、社会

復帰をするときにも必ず役に立ちます。いろいろな人が集まる

育児サークルに参加すれば、コミュニケーション能力も高めら

れます。育児期間は人生の足踏みではなく、立派なキャリアの

一つ。当事者が胸を張って、そう言えるようになり、社会的にも

それが認められるようになってほしい。そのとき、育児はもっ

と楽しく、もっと意義のあるものになっていくはずです。

「育児には、周りの協力が欠かせないと実感しました。」

─ どんなことがきっかけとなって、育児サークルを立ち上
げることになったのですか。

─ 育児サークルでは、どんな活動から始めたのですか。
またその後、NPO法人としてどのように活動を広げていった
のですか。

─ 「わははネット」の代表として精力的に活動しながら育児を両立させるのは、大変なことではありませんか。

─ 主婦として地域活動にも参加することは、女性の人生
にとってどんな意味があると考えていますか。

地域で活躍する女性。

「育児をもっと楽しく、もっと意義のあるものにしたい。」

育児中だからこそできることが、
人生を豊かにしてくれます。
3人の子供を育てながら、地元のお母さんたちを支援する活動を行う中橋さん。
その言葉には、育児をもっと楽しいものにして、
女性の人生を豊かにするヒントが散りばめられています。

結婚を機に退職。母として2人の女児を育てながら、育児支援のサークル「わははネット」を立ち上げる。育児
情報誌の創刊直前には男児も出産。その後「わははネット」はNPO法人格を取得。理事長として「香川から育
児をもっと楽しく」を合言葉に様々な活動を続けている。

中橋恵美子さん
NPO 法人わははネット理事長

EMIKO NAKAHASHI

Case-5ロールモデル編

　国では、仕事で活躍している女性も、家
事に専念している女性も、すべての女性が
輝ける社会をつくるために様々な取組を
行っています。じっくり子育てをした女性が、
スムーズに社会復帰するための支援もその
一つ。子育て経験を生かし、起業を目指す
女性への支援を行っています。
　中橋さんの例からもわかるように、子育
ては、その後のキャリアにとっても貴重な
経験です。有限会社モーハウスは、子育て
中の女性がその経験を生かし運営の中心を
担っています。

写真 左／中央）　会社は子連れでの出勤も可能。職場の一角に子供を寝かしつけるスペー
スを確保。
写真 右）　女性社員自身の経験に基づき、赤ちゃんを待たせず、すぐに授乳ができる授乳
服を開発。乳首も見えず、外出先でもストレスなく授乳ができる。

政府の取組について、詳しくは官邸ＨＰ『女性が輝く日本へ』を参照 ＞＞＞ http://www.kantei.go.jp/jp/headline/women2013.html/

子育ての経験を生かした起業の事例 ～有限会社モーハウス～

まだまだある！ 子育て経験を生かした女性の活躍例

▲ボランティア活動の幅を広げ、NPO 法人になった「わははネット」大
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□「社会の一員として何か社会のために役立ちたい」と思っている人（女性・年齢層別）

※内閣府「社会意識に関する世論調査」をもとに作成 （単位：%）
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◉生涯における青年期の意義を理解させる。
◉自己実現と職業生活、社会参加、伝統や文化に触れながら、自己形成の課題を考えさせる。
◉現代社会における青年の生き方について自覚を深めさせる。

「育児をしながら、地域で活躍する女性」のロールモデルを題材に、縁の希薄化（無縁社会）
の中でも、様々な人に出会い、課題に触れ、感じ、考え、行動することが、新たな人と人のつ
ながりを構築し、ひいては、自分を発見し、自己形成に向かうきっかけとなることを考えさ
せる。

■ 本時のねらい

現代社会 ： 現代社会と人間としての在り方生き方について考察させる

■ 全体構想
【職業選択の際の先入観をなくし多様な進路選択･働き方を知る】
◎青年期が自己を確立する基礎を培う重要な時期であることを理解させ、より良く生きることを追求することの大切さを自覚
させる。（２時間）
◎勤労を尊ぶ精神を身につけさせるとともに、自己の幸福の実現と将来の職業生活や人生の充実について考えさせる。（２時間）
◉自己形成にとって社会とのかかわりが重要であることを認識させ、どのように社会的役割を担っていくのかについて考えさせる。

（２時間）
◎伝統や文化についての深い理解が自分を深めていく上でも極めて重要であることに気づかせる。（２時間）
◎自らの人生や進路選択などを視野に入れながら、自己形成にかかわる自らの課題を考えさせる。（２時間）

過 程 学習活動と内容 指導上の配慮事項（○）と評価（☆）

導 入
（５分）

①本時のテーマ「人と人のつながり」について、ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス（SNS）の話題を用いて
確認する。

○SNSの話題から、情報・通信などの高度化に伴い、以
前では考えられなかった程の多くの人と出会う社会が
誕生していることを実感させ、「縁（人とのかかわり）の
拡大」を理解させる。

展 開
（40分）

② 「縁の拡大」の一方で、「縁の希薄化」＝無縁社会・他
者への無関心が拡大しつつあり、この「縁の希薄化」が
現代社会の大きな課題となっているということを確認
する。

③中橋さんの育児の悩みから「育児サークルの立ち上げ」
に至る過程をワークシートを用いて確認する。

④②の「縁の希薄化」と③の「中橋さんの生き方」の関連
性を考える。

○生徒の日常生活における縁の希薄化について問う（店
舗ではなく通信販売の利用・隣人を知っているか・挨拶
はするかなど）。

○中橋さんが育児期間を、人生の立派なキャリアであり、
社会復帰に備える期間と位置付けていることを理解さ
せる。

○地域への参画が、新たな人と人のつながりを構築す
るきっかけとなることを気づかせる。

まとめ
（５分）

⑤現代社会において、新たな人と人のつながりを構築す
ることの重要性について総括する。

○様々な人と出会い、つながりを構築していくことが、自
分を発見し、自己形成に向かうきっかけとなるというこ
とを理解させる。

☆自己形成・自己実現のために、自分なら何ができるかに
ついて、考える態度が取れているかを評価する。

生徒には生徒用ブックレットを配布せず、分担（必要）部分のみコピーして配付した場合を想定■ 本時の展開

指導例
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◉就業体験と体験発表会を経て、他者の体験を共有・比較することにより、体験を内在化させる。
◉互いに意見を発表し、他者の意見を受け入れながら、協同する態度を養う。
◉課題について探究したことをわかりやすく表現する能力を育てる。
◉グループディスカッションにより、社会的・職業的自立に向けた主体的な態度を育てる。

ロールモデルにより、職場からだけでは見ることができない社会人の多様な役割を認識さ
せる。また、人は生涯の中で、様々な役割をすべて同じように果たすのではなく、その時々
の自分にとっての重要性や意味に応じてそれらの役割を果たしていこうとすることが、社
会的・職業的自立であり、「自分らしい生き方」につながることを理解させる。

■ 本時のねらい

特別活動（ホームルーム活動） ： 就業体験を振り返り、望ましい勤労観・職業観を形成し、確立
させる

■ 事前・事後指導

過 程 生徒の活動内容 指導上の配慮事項（○）と評価（☆）

導 入
（３分）

①本時のテーマ「就業体験からは見ることのできない役割」
を確認する。

②グループディスカッションの流れについて確認する（前
時までの既習事項）。

○前時までにロールモデルの５パターンをグループメンバー
５人に分担させる。

○本時の流れを確認する。
○グループ編成（５人組）に配慮する。

展 開
（40分）

③分担されたモデルを演じて、これまでの生き方をプレゼ
ンする（各４分）。資料を見ずにプレゼンできるよう準
備しておく。

④プレゼンされた生き方について質疑応答する（各２分）。
⑤準備時間（各30秒）
　（③〜⑤のセットを５モデル分繰り返す）
⑥プレゼンや質疑応答の中で印象に残った言葉や内容を

キーワード化して夢ファイル（キャリアノート）に記録する。
⑦どのモデルに最も影響を受けたかグループ内で仮決定

する。
⑧グループの仮決定したモデルとその理由を紹介する。
⑨キーワードを板書に記録する。

○分担部分以外の（モデル）資料は生徒の目に触れないよ
う配慮する。

○計時にはソフトを活用し、残り時間などがひと目でわか
るようにプロジェクターで投影する。

○プレゼン（４分）→質疑応答（２分）の５セットがスムー
ズに流れるよう配慮する。

○記録はキーワード的な簡易なものとし、あくまでも聞き
役に徹するよう指導する。

○あくまでも仮決定であることを指示する。
○板書の構造化、キーワードのグルーピングはあらかじ

め入念に指導しておく。

まとめ
（7分）

⑩キーワードを振り返りながらグルーピング（教師による
総括）を行う。

○話し合いによって得られた成果が今後の生活や生き方
に結びつくよう、資料のモデルを活用し総括する。

☆就業体験からだけでは見ることができない社会人の多
様な役割を認識し、社会的・職業的自立に向けた主体
的な態度を取れているか評価する。

生徒には生徒用ブックレットを配布せず、分担（必要）部分のみコピーして配付した場合を想定■ 本時の展開

◎就業体験終了後、日誌の整理や礼状作成などにより、体験により得た情報を整理・分析させる。
◎体験発表会を経て、他者の体験を共有・比較することにより、体験を内在化させる。
◎体験発表を相互評価し、様々な体験事項を「基礎的・汎用的能力」と関連付けて指導する。
◉ロールモデルにより、職場からだけでは見ることができない社会人の多様な役割を認識させる。
◎家庭科の学習に関連付け、仕事と家庭生活の調和のとれたライフスタイルについて考えさせる。
◎グループディスカッションにより、「自分らしい生き方」について自分の考えをまとめさせる。

事前

本時

事後

すべてのロールモデルを用いた指導例
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｜ワークシート｜
▼ 「勉強・仕事」「家庭・生活」「趣味•社会活動」それぞれについて、あなたの将来を想像してみましょう。

▼ 将来について考えてみた感想を自由に書きましょう。

年　　　組　　　番　　氏名

勉強・仕事
（進学・就職先、職種、役職など）

趣味・社会活動
（文化、スポーツ、地域活動など）

家庭・生活
（家族構成、生活する場所など）

年

年

年

年

年

年

現在

１年後

２０歳

３０歳

５０歳

７０歳

【資 料】
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業の冒頭、「運転手として働く女性」「幼稚園で働
く男性」の2枚の写真を提示し、生徒に感想を聞き

ました。2枚の写真から生徒が「違和感」を覚えたとすれば、
それは、固定的な性別役割分担意識に起因していると考
えられます。「男性らしい仕事」「女性らしい仕事」という
固定観念を私たちは知らず知らずのうちに持っているの
ではないか、という投げかけから授業が始まりました。

擬授業ではロールモデル編①・②を取り上げました。
2人の話をマーカーを引きながら深く読み込んで

いくことで、2人が自分の夢を叶えるため、なりたい仕事
に就くために進路選択をしていることを学びます。

授

模

【参考】 本ブックレットを用いた模擬授業
本ブックレット「自分らしく輝いて生きる。」を使って、東京都立大泉桜高等学校の2年生クラスで模擬授業を
行いました（授業者：井上孝雄先生）。ブックレットを用いた授業実践の一例として、以下に紹介します。

気づきを与える1

多様な生き方を知る2
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人のロールモデルの生活が仕事を通じてどのよう
に変化したか、2人の働き方・生き方が職場にどの

ような影響を与えたかなど、意見を発表し合い、それを
聞いて感じたことを踏まえてワークシートにまとめてい
きます。模擬授業では先生が問いかける形で意見発表が
行われましたが、グループで話し合いながら考えをまと
めていくという方法も考えられます。

　◉�授業の最後に、自分の生き方と関連付けながら感想をまとめました。生徒の感想の一部を紹介します。

授業で用いたワークシート▶仕事は自分の得意なことや
好きなことをできるのがいちばんだと思いました。
仕事と家庭、両立するのは大変だろうけど、
それができたら毎日が充実して
楽しく生きられると思いました。

私もやりたいことがあるので、
叶えられるように頑張りたいと
思います。

どんな環境でも、男性だけ、
女性だけに偏らないほうが
社会にとってもいいことだと
思いました。

やりたいことを実現するには、
周囲の人々の助けや理解も
必要だと思いました。
そういった環境づくりにも
貢献したい。

２

話し合い活動を通じ自分らしい生き方のヒントを得る3

自分のこととして考える4

自身、かつて育児休業を取得した経験があり、このテーマを

ぜひ授業で取り上げたいと考えました。具体的なロールモデ

ルの生き方に触れながら考えることができたので、生徒たちも「先

入観を持たず、自分が本当にやりたいことを実現できる進路選択を

しよう」と思ってくれたようです。授業中の生徒の顔を見ていると、

手応えを感じました。

私

進路選択を真剣に考えるきっかけとなりました。
井上孝雄先生
東京都立大泉桜高等学校




